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アフターコロナはテレワークの時代となる？ 苦戦が予想される航空業界 
 
⾮常事態宣⾔による⾃粛の徹底で、ゴールデンウイークの⼈の流れも８割減、９割以上減と
なったようだ。この⻑期休暇が終わり、例年であれば昨⽇からは企業活動も正常に戻るのだ
が、今年はその状況が⼤きく違う。 
 
オフィスには⼈の姿がまばらで、社員の多くは⾃宅でテレワークとしている会社も多いの
では。このテレワーク、慣れてしまうと悪いことばかりではないだろう。まずは、会社との
往復にかかる時間が無くなるので⽣活に時間的余裕が⽣まれる、家族と過ごせる時間が⻑
くなる。また、⼈によっては趣味に副業にと浮いた時間を使い⾃⼰実現に結び付けることが
できる。 
 
次に、テレワークでは個々⼈の仕事のアウトプットが明確になるので、従来の仕事の仕⽅で
は評価が難しかった個⼈の能⼒が⽩⽇の下にさらされる。従来の⽇本企業における情実⼈
事がなくなり、評価と昇進がガラス張りとなる。企業は社会に貢献する存在であるという、
企業本来のあるべき姿に近づいていける可能性が⼤きくなってきた。企業は⼈である。 
 
さて、このテレワークの流れはきっとアフターコロナでも続いていくことだろう。企業内に
おいて多くの⽀社より本社へと出張し⼤会議を開く、あるいは宿泊出張により遠⽅へと出
かけビジネスの打ち合わせをする。今回のコロナ騒動で、このようなことはネットを介して
⼗分に⽤が⾜りることが明らかになったものと思う。ほとんどのことは、オフィスにいなが
ら、場合によっては⾃宅にいながら、世界中の関係者とテレワークで事⾜りる時代になった。 
 
以上の流れが社会に定着すると、この流れの影響をもろに受けそうなのが航空業界である。
観光⽬的の利⽤は増える可能性があるが、ビジネス利⽤は減る可能性が⼤きい。バフェット
は買い込んだばかりの航空業界株をすべて⼿放した。彼もこの流れを察知し、航空燃料価格
が低下して航空業界にフォローの⾵が吹いたとしても、当⾯は利益が出ないと踏んだもの
と思う。 
 
三菱重⼯が⺟体として開発が進められているＣＲＪも苦しい⽴場に⽴つ。かつてゼロ戦を
開発した三菱重⼯に、さらなる⻑いトンネルが待ち受けている。⽶国ボーイング社の減産も
この痛⼿に拍⾞をかける。 
 



⽇本経済新聞「春秋」
に「⾜らぬ⾜らぬは
⼯夫が⾜らぬ」と記
されている。現代は
社会の変化を時間軸
で読み解く、想像⼒
が問われる時代にな
った。マスクの増産
に⾛った会社が⽣産
を始めたとたんにマ
スク需要が緩む。こ
の前例として、かつ
ての「たまごっちブ
ーム」がある。国と
企業の想像⼒の不⾜
である。 
 
テレワークにより移
動 の 必 要 が な く な
る。これは交通頻度
の減少であり、航空
業 界 に も 当 て は ま
る。だぶつくと苛烈
な価格競争に陥り利
益構造が破壊され、
傷⼝はより広がる。 
 
アフターコロナはど
のような時代になる
だ ろ う か ？  ⽇ 本
は、⻄⽅の国に向か
って「⽇出ずる処の
天⼦、書を⽇没する
処の天⼦に致す」と
⾔える国になれるだ
ろうか。 


